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背景

○消費ベースで見た日本のCO2排出の6割は衣食住を中心とするライフスタイルに起因

○地域脱炭素ロードマップ（令和３年６月９日 国・地方脱炭素実現会議）においても、基盤的施策「グ

リーン×デジタルによるライフスタイルイノベーション」として“地域におけるCO2削

減ポイントの普及拡大”、“ナッジを活用した自発的な行動後押しの促進”を位置づけ。
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堺市における環境行動変容の取組

・R3年8月、全国の自治体初の環境分野特化型ナッジユニットである「堺市環境行動デザイン
チームSEEDs」を組成し、環境施策でのナッジ活用の検討、実験的取組、庁内外へのナッジ手
法の波及等の取組を実施

○R3.3策定の堺環境戦略では、2050年カーボンニュートラルを含む将来ビジョン達成

の基盤として「環境配慮型の価値観・行動・ライフスタイル」を位置づけ

○堺市基本計画2025のKPI（CO2排出削減量、ごみ排出量）の達成に向けて、従来の意

識啓発を目的とした情報発信を根本的に見直し、R3年度からナッジを活用した環境

行動変容の取組を開始

ペーパーレスに向けた環境局執務室内でのナッジ介入実験

【これまでの取組】

固定資産税口座振替案内チラシの改善 2
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事業概要

○市民のライフスタイルの脱炭素化を図るため、デジタルを活用したナッジの働きかけや

ポイント手法により市民の環境行動変容を強力に促進する。

※イメージ図に記載のナッジ介入手法や環境行動は現時点での想定であり、今後変更の可能性がある。
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国補助の活用

○本事業では、環境省・食とくらしの「グリーンライフ・ポイント」推進事業補助金の

活用を想定
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